


「乳がんを経験して」
NPO法人ピンクケアブレスト
代表　　大石　千加代 様

特　別　講　演

　また、NPO法人ピンクケアブレスト代表大
石千加代様よりご自身の体験談を通して、乳
がん検診の重要性についてお話し頂きまし
た。講演中は、会場だけでなく隣接するフード
コートや2階・3階からも講演を聞かれている
方も多く、終了後には会場から質問を頂戴す
るなど関心の高さが伺えました。
　今回の市民公開講座は、商業施設に買い
物に来られる方に気楽に話を聞いて頂く機
会としたかったので、気兼ねなく立ち寄れる
空間づくりと、お子様が退屈することなく過ご
せるスペースの確保にこだわりました。ママさ
んナースの意見を取り入れ、ベビーカーや車
椅子でも入りやすいようにスロープの位置を
確認したり、芝生や椅子、テーブルの配置や、
絵本や遊具を準備しお子様たちも一緒に過
ごせるように工夫しました。運営スタッフの服

装もこれまでのスーツと白衣からお揃いのベ
ルランド総合病院Tシャツに変更しました。
　また、広くベルランド総合病院の名前を知っ
て頂けるように、病院名の入った風船を準備
しました。風船は思った以上に反響があり、開
始前からお子様連れの方々に多く会場に立
ち寄って頂き、時には「この子ベルランドで生
まれたんですよ。」とか「父がベルでお世話に
なったんです。」とお声掛け頂き、運営スタッフ
も地域における当院の存在を知る機会とな
りました。
　今後も地域医療支援病院として、市民の
皆様に健康に対する意識を高めて頂き、元気
で長生きできる社会に貢献できるように努め
てまいります。

西10病棟・南10病棟　科長　　松岡　晃子

「見る ・ 触れる ・ 受けるが大事」
乳腺センター副部長　　水谷　麻紀子

テーマ3　乳がん
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2023年10月28日(土)14：00～16：00

開催

会場
三井アウトレットパークららぽーと堺Fansta XROSS STADIUM

「身近な形成外科」
形成外科部長　　大﨑　陽子

テーマ2　形成外科

「めまい難聴センターの診療について」
めまい難聴センター長　　今井　貴夫

テーマ１　めまい・難聴

　コロナ禍で開催できていなかった市民公
開講座を3年ぶりに10月28日（土）に開催す
ることができました。
　今回は初の試みとして、ららぽーと堺の
Fansta XROSS STADIUM（ファンスタクロス
スタジアム）をお借りし、仕事や子育て、介護
などで普段病院に罹る機会の少ない世代の
方々に、ご自身の身体を大切にしてほしいと
いう思いで企画しました。

　当日は、市民公開講座の共催としてご協力
頂きました美原区の山田区長より美原区の
健康への取り組みをお話し頂きました。その
後、院長の片岡から当院での取り組みや専
門的治療、プライバシーに配慮したレディース
外来や病棟を紹介させて頂きました。
　講演は「よくある症状で済ませていません
か？」をテーマに、めまい難聴センター 今井セ
ンター長より「めまい・難聴」について、形成外

科 大﨑部長からは「身近な形成外
科」について、乳腺センター 水谷副
部長からは「乳がん」について、女性
に多くみられる疾患や症状を中心
に説明させて頂きました。
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 閉会の挨拶 社会医療法人　生長会　理事長　　亀山　雅男

『冠動脈疾患に対する最新の治療について』
冠疾患内科　部長　　井口　朋和講演1

『ベルランド総合病院　脳神経内科の取り組み』
脳神経内科・脳卒中センター　部長　　徳元　一樹講演2

『ＰＳＡ高値の取り扱い』
泌尿器科　部長　　玉田　聡講演3

『骨・軟部腫瘍かな？と思ったら』
医学教育センター長・整形外科顧問　　吉川　秀樹講演4

冠疾患内科　部長
井口　朋和

脳神経内科・脳卒中センター　部長
徳元　一樹

泌尿器科　部長
玉田　聡

医学教育センター長
整形外科顧問
吉川　秀樹

講演 1 講演 2 講演 3 講演 4

第二部　情報交換会

プログラム
 開会の挨拶 ベルランド総合病院　院長　　片岡　亨
 座長   副院長　患者支援・地域連携部　部長　　安　辰一

第一部　当院診療科のご案内

管理部　部長 　植中　勇人

　今年、当院は1982年に中区東山に開設して

42年目になります。その間、地域の環境は大きく

変化し、これからも大きな変化が予測される医

療・介護・福祉サービスでありますが、ニーズの変

化に柔軟に対応できるような病院を目指し、地

域医療を支えておられる先生方と地域の皆様

のお役に立てるよう精励する所存です。

　“私たちの街にはベルランド総合病院がある

から安心”と感じていただけるような病院運営を

行ってまいりますので、引き続きご支援の程よろし

くお願い申し上げます。

ホテル  アゴーラリージェンシー大阪堺  ３階  利休 ２
　〒590-0985　　　　　　　　　　☎072-224-1121
　大阪府堺市堺区戎島町4-45-1

会場
2023年

12月2日(土)
15：00～

日時

第 26回

　昨年の12月2日に開催いたしました『第26回

ベルランド地域医療懇話会』において、院外より

多数の先生方にご参加いただき、盛会のうちに

終えることができました。

　まず、第一部の当院診療科のご案内において

3名の診療部長より診療科の取組み、実践して

いる診療、今後の方向性などを共有させていた

だきました。さらに、昨年4月に当院に着任しまし

た吉川 秀樹 医学教育センター長・整形外科顧

問（大阪大学整形外科名誉教授）より、骨・軟部

腫瘍における確かな知見と豊富な経験に基づく

話がありました。

　また、第二部の情報交換会にも多数ご参加い

ただき忌憚のない情報交換の場として非常に有

益であったと感じております。

　さて、現在の地域医療の根幹である『地域完

結型医療』は、1997年の第３次医療法改正によ

り従来の『病院完結型医療』から『地域完結型

医療』へ転換が図られることになりました。

　当院は、このような医療提供の変化により地

域連携の必要性をいち早く感じ、2000年に第1

回目を開催して以降、現在まで本会を継続して

おり、登録医の先生方と顔の見える連携には必

要不可欠であると考えております。
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2023年10月2日
新規開院

Ｑ１．標榜科は何ですか？

　内科・消化器内科・糖尿病内科

Ｑ２．医師を目指した動機（きっかけ）は？

　子供の頃、近所のかかりつけ医が、当時では珍しく女

　医さんでした。女医さんの凛とした姿に憧れる様にな

　り、医師を目指しました。

Ｑ３．診察する際に心掛けている事は何ですか？

　患者様の話をよく聞く様にしています。

　患者様の体調だけでなく、御家庭の状況や御家族

　の体調なども配慮したいと思っています。

Ｑ４．地域医療について

　内科一般の疾患・発熱外来など、幅広い分野に対応

　できるクリニックでありたいと思っています。

Ｑ５．当院への希望・要望

　専門外来・救急対応、各種検査など幅広くご対応頂

　き、大変ありがたく思っています。

Ｑ６．最後に一言お願いします

　保険診療外となりますが、アロマ、マッサージなども

　行っています。診療時間外も予約受け付けています。

　柔道整復師が対応します。

診療時間：9：00-12：00　　17：30-19：30

 　 訪問診療は随時行っています。

 　 アロマ、マッサージは完全予約制です。

休 診 日：木曜、土曜午後、日曜、祝日

住 　 所：大阪府堺市東区野尻町525

最 寄 駅：南海高野線 初芝駅 徒歩７分

Ｕ Ｒ Ｌ：https://tokoro-cl.com/

件
（2023.12 現在）

新規 　　

登録医

所　利惠子 先生

ところ　   りえこ

072-294-6655
ところ内科クリニック
ＴＯＫＯＲＯ ＣＬＩＮＩＣ 072-294-6655
ところ内科クリニック
ＴＯＫＯＲＯ ＣＬＩＮＩＣ 新規登録医のご紹介

いて座 ・ＡＢ型趣味 ： 旅行
いて座 ・ＡＢ型趣味 ： 旅行

9:00-12:00

17:30-19:30

●

●

●

●

●

●

● ●

●

／ ／

月 火 水 金 土木 日

／ ／／

453
小川内科 小川　敦弘  先生

おがわ　 　あつひろ
東区

やまなデンタルオフィス 山名　唯  先生
やまな　 　  ゆい

西区

水野クリニック 水野　宅郎  先生
みずの　 　  たくろう

河内長野市
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　11月14日、15日の二日間にわたり病院機能評価を受審しました。
　病院機能評価とは、病院の質改善を目的とする外部監査のひとつであり、評価要素は本当に多岐にわたりま
す。たとえば、各種委員会を含む病院組織が効果的に機能しているか、院内規定が適切に整備され職員に遵守
されているか、実際に患者さんに提供される医療やケアが院内のすべての場面において適切になされているか、
といった大きな視点のものから、患者さんが困った際に相談する場所がどこにあるのか、患者さんが必要とする
情報をわかりやすく発信できているか、といった細やかな視点のものまであり、病院が持っている機能のすべてを
チェックいただくものです。
　審査当日はサーベイヤー7名にご来訪いただき、病院組織運営に関する聞き取り調査より開始されました。その
後、病棟訪問と入院患者さんへのケア提供体制の確認、カルテを供覧しながらの医療提供状況の確認、各部署
訪問、そして最後には院長はじめ病院幹部との面談を経て全行程が終了しました。
　二日間にわたる審査でしたが、適宜サーベイヤーより、病院をよりよくするためのご助言や具体例をいただきな
がらの審査でしたので、あっという間に終わってしまった二日間でした。本審査は平成10年から5年毎に受審して
おり今回で６度目の受審となりましたが、今後もより良い病院を目指して職員一同邁進いたします。

企画室　室長補佐 　六浦　亮人

病院機能評価（3rdG:Ver3.0）を受審しました
公益財団法人日本医療機能評価機構による
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開会挨拶　ベルランド総合病院　院長　片岡 亨
座長　　　大阪公立大学大学院
　　　　　医学研究科泌尿器病態学
　　　　　教授　　内田　潤次先生
講演Ⅰ　　「前立腺肥大症をあっという間に解決
　　　　　～ウロリフトの導入～」
　　　　　ベルランド総合病院
　　　　　泌尿器科　副部長　呉 偉俊

講演Ⅱ　　「前立腺がんを見逃さないために
　　　　　～当院における MRI/ultrasonography
　　　　　融合生検 (MUFB) の導入について～」
　　　　　ベルランド総合病院
　　　　　泌尿器科　香山 侑弘
講演Ⅲ　　「ロボット手術お待たせしません」
　　　　　ベルランド総合病院
　　　　　泌尿器科　部長　玉田 聡
閉会挨拶　ベルランド総合病院
　　　　　副院長／消化器内科　部長　安 辰一

セミナー開催報告 2024年1月27日（土）2024年1月27日（土）

泌尿器科セミナー

ベルランド総合病院
    地下１階ＡＩＦホール    +WEB配信

座　長
演　者
演　題

ベルランド総合病院 院長／循環器内科 部長　　片岡　亨
ベルランド総合病院 内分泌 ・ 代謝科 部長　　八木　稔人
「地域で診る２型糖尿病 ～２型糖尿病の寛解導入から分かったことと分からないこと～」

社会医療法人 生長会　ベルランド総合病院
糖尿病地域連携講演会

セミナー開催予定 2024年2月8日（木） 18：30～19：302024年2月8日（木） 18：30～19：30

日本医師会生涯教育制度　大阪府医師会認定講座　１単位　ＣＣ　76（糖尿病）

共催 ： 住友ファーマ株式会社



　当院は2023年12月13日に日本卒後臨床
研修評価機構(JCEP)による初期研修の訪問
調査を受けました。評価を経て研修体制、初期
研修プログラムの改善、よりよい医師の養成に
ついての提言をJCEPから受けます。
　私と臨床研修室担当の事務二人を中心に
延べ40時間以上にわたる会議をおこない、書
類準備、各部署の面接、研修医や指導医イン
タビュー、症例発表の予行演習を繰り返して準
備しました。当日を緊張して迎えましたが、温厚
なサーベイヤーの先生方が来てくださり、当院
の臨床研修理念である「上質なる人間である

うえに良き医師たれ」に基づいた研修医の教
育体制、病院全体で研修医を育てる風土や文
化を高く評価いただきました。また、インシデン
トレポートやCPC開催の少なさ、多職種カン
ファレンスにおける研修医の出席については改
善の余地があるという指摘を受けました。無事
終わりホッとした感がありますが、JCEPの方針
である「評価をすることで初めて、自院の研修
病院としてどこに問題があり、どこをどう見直す
べきかが明らかとなる。評価なくして研修（診
療）の質の改善はない」という言葉を実感した
調査でありました。

副院長/小児科　部長 　沖永　剛志

NPO法人卒後臨床研修評価機構（JCEP）
認定訪問調査 2023年

12月13日（水）

J�p�� C��n��� f�� Ev��ua�i�� � Post�ra�ua�� C���ic�� Tr����n�

ご報告
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ベルランド総合病院
地下１階 AIFホール

 + WEB

2023年
11月30日（木）

　今回の泉北耳鼻咽喉科セミナー2023特別
講演では、奈良県立医科大学附属病院めまい
難聴センター 病院教授の西村 忠己先生に、
「軟骨伝導補聴器」についてご講演頂きまし
た。軟骨伝導補聴器の開発に至る歴史から、
仕組み・適応、問題点の対策などについて詳し
くお話しいただきました。
　「軟骨伝導補聴器」は、これまで補聴器が普
通につけられなかった方にも、現在補聴器を
つけている方にも適応になるため、難聴に対し
ての患者さんへの新しい治療の選択肢となっ
ております。
　また当科における低侵襲な内視鏡下での
鼓室形成術や、関西圏では当院でしか行って

いない小さい切開で行う内リンパ嚢開放術
に関しても説明させていただきました。
　さらにがん薬物療法を行う際に、多種職
で情報を共有し、チームで患者さんのケアを
行っており、副作用の出現時にも見逃さず、
迅速に対応できるシステムをご紹介いたしま
した。
　当科では甲状腺腫瘍の手術を数多く行っ
ておりますが、その他にも内視鏡を用いた咽
喉頭手術（ELPSやTOVS）、内視鏡下での唾
石摘出術なども行っております。お困りのご
症例などございましたら、気軽に当科までご
相談いただければ幸いです。今後ともよろしく
お願い申し上げます。

座長：耳鼻咽喉科・頭頸部外科　部長　　三上　慎司
「当科における短期入院が可能な低侵襲耳科手術」
　耳鼻咽喉科・頭頸部外科　　藤田　裕人
「当科でのがん薬物療法と支持療法の実態」
　耳鼻咽喉科・頭頸部外科　　中島　崇

講 演

座長：奈良県立医科大学
 耳鼻咽喉・頭頸部外科　教授　　北原　糺先生
「軟骨伝導補聴器の最新の話題と
 装用に伴う皮膚炎症・かゆみ対策について」
奈良県立医科大学附属病院
めまい難聴センター　病院教授　　西村　忠己先生

特別講 演

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 　中島　崇

 泉北耳鼻咽喉科
セミナー2023 

共催：大鵬薬品工業株式会社
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理学療法室　主任　　田中　暢一

　高齢者に多い骨粗鬆症による骨折は、日常生活を一変す

る大きな出来事です。骨折に対して手術療法や装具療法を

用いて治療を行いますが、骨折の原因となる骨が弱い状態

や転倒しやすい状態を改善しない限り、その後も同様の骨

折を招く恐れがあります。

　当院ではその続発する骨折（骨折連鎖）を予防するため、

骨密度検査やバランス機能の評価などを行い、骨粗鬆症治

療薬を含めその方に最適な治療を行なっています。

　また、リハビリテーション病院や介護施設、診療所と情報

を共有し、骨粗鬆症治療の継続を目的とした地域連携にも

力を入れています。

　チームは医師だけでなく、骨粗鬆症マネージャー（6名）の資格を有

する看護師、薬剤師、理学・作業療法士、医療ソーシャルワーカーの

多職種で構成されており、日々検討を繰り返し、活動内容をブラッ

シュアップしています。

　現在、ベルランド総合病院は国際骨粗鬆症財団の認証を受け、日

本骨粗鬆症学会の活動奨励賞や論文賞を受賞するなど自他ともに

認める施設となりました。骨折という苦痛を繰り返さないために、今後

も根拠（エビデンス）に基づいた骨粗鬆症治療（骨折予防）に多職種

連携・地域連携を通じて取り組んでまいります。

二次元コードより当院の
「骨粗鬆症／大腿骨近位部骨折に対する二次骨折予防（骨折連鎖予防）」

についての特設ページにアクセスできます。

情報の共有

当院の
骨粗鬆症リエゾンサービスチームの活動について

介護施設や診療所

骨粗鬆症リエゾンサービスチーム
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泌尿器科　部長　　玉田　聡

前立腺肥大症（BPH）に
対し、

経尿道的前立腺吊上術
（PUL） 

をご紹介させていただ
きます。

経尿道的前立腺吊上術（PUL）とは

　前立腺肥大症（BPH）に伴う下部尿路機能障害を呈する患者さんに、膀胱鏡下、経尿道的に前立腺組織

にインプラントを適切な位置に埋め込み、それによって肥大した前立腺組織を牽引・内腔を拡張し下部尿路

症状を改善する手術療法です。

　全身状態や手術侵襲を考慮して、従来の手術

療法(経尿道的前立腺切除など) が困難な患者

さんが適応対象です。治療後、排尿障害が速やか

に緩和され、治療効果の速効性と持続性が期待

されます。

入院は１泊だけ

　手術は腰椎麻酔で行い30分程度で終了し

ます。手術翌日には尿道カテーテルを抜去し

退院可能となります。

　排尿障害などの症状があり薬物療法抵抗

性の患者さんがいらっしゃいましたら、是非ご

紹介ください。

高齢だから...

高齢だから...

抗凝固薬を

服用して
るか

ら...
抗凝固薬を

服用して
るか

ら... こんな理由で

手術治療を

あきらめていませんか？？
こんな理由で

手術治療を

あきらめていませんか？？

呉
この術式は

泌尿器科 副部長
人工透析センター 部長　　が

担当しています。
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